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令和４年度 第１回美幌町総合教育会議 会議録 

 

 

１ 開催日時  令和５年１月２７日（金） 

 

 開会  １３時３０分 

 

 閉会  １５時１５分 

 

２ 場  所  美幌町役場１階 第１会議室①②③ 

 

 

３ 出席者 

  （構成員）   美幌町長      平 野 浩 司 

                美幌町教育委員会 

          教育長      矢 萩   浩 

          教育長職務代理者 加 藤 哲 彦 

          委 員      小 川 慶 子 

          委 員      大 沼 美 紀 

          委 員      東 海 政 博 

  （構成員以外の出席者） 

         美幌町 

          総務部長     小 室 保 男 

         美幌町教育委員会 

          教育部長     遠 藤   明 

          学校教育課長   多 田 敏 明 

          指導主事     薮 下 一 己 

          学校給食課長   片 平 英 樹 

          スポーツ振興課長 浅 野 謙 司 

          博物館課長    鬼 丸 和 幸 

          図書館長     竹 花 史 康 

          学校教育グループ主査 

                   長 尾 英 孝 

          学校教育グループ主査 

                   瀬 口 正 幸 

  （傍聴者）   なし
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１３時３０分 開会   

 

１ 開  会 

 

○遠藤教育部長  皆様、お疲れさまでござい

ます。定刻となりましたので、ただいまから

令和４年度第１回美幌町総合教育会議を開催

させていただきます。 

 本日の出席者につきましては、議案

の２ページに掲載しておりますので、ご確認

のほどよろしくお願いいたします。 

 また、本会議は原則公開となっております

ので、あらかじめご承知おき願います。 

 それでは、お手元の会議次第に基づきまし

て、会議を進めさせていただきます。 

 

───────────────────── 

２ 挨  拶 

 

○遠藤教育部長  初めに、会議の主宰者であ

ります平野町長よりご挨拶を頂きます。町長、

よろしくお願いいたします。 

○平野町長  改めまして、皆さん、こんにち

は。もう１月が終わろうとしていますけど、

多分皆さんとお会いするのは初めての方もい

るかもしれませんので、どうぞ今年もよろし

くお願いいたします。 

 私どもの議会については、今日教育長もそ

うなのですけど、ｉＰａｄでいろいろペー

パーを使わないでというやり方でやっていま

す。同じ聞くと、何か教育委員会もクローム

を使って、委員さんの皆さんも持っていただ

いているということなので、今日はちょっと

見栄を張って皆さんで、できるだけクローム、

それからｉＰａｄを使って進められれば、ま

たこれも一つの会議の手法が変わっていいの

かなというふうに思っております。 

 本当に皆さんには季節柄、忙しい時期に、

令和４年度の第１回の総合教育会議にお集ま

りいただいて、心からお礼を申し上げます。 

 この総合会議につきましては、皆さんご存

じのとおり町教育行政の組織及び運営に関す

る法律に基づいて教育委員会と地方公共団体

の町が協議を行う場として、平成２７年から

開催させていただいておりまして、美幌町に

おける教育課題について教育委員の皆さんと

直接お話しする貴重な機会というふうに考え

ております。なかなかコロナ禍が続いており

まして、町民の方々の学ぶ機会をしっかり確

保しなければならない状況ではありますけれ

ども、そういう状況にはまだ至っていないと。

特に子供たちの教育環境ということに特化し

てみれば、コロナ禍の影響で本当に子供たち

の状況というのは厳しい状況に至っているの

かなというふうに思っております。 

 何とかこれからの未来の美幌町というか、

大きく言えば日本国のことを考えれば、本当

に今こそ教育に関わる皆さん、それは当然教

育長含めて教育委員の皆さん、それから学校

の先生、保護者の皆さん、そしてそれを取り

巻く町民の方々と一丸となって、やはり進め

ていかなければならないのかなという部分で

あるというふうに思っております。そういう

意味では、教育長及び教育委員の皆さんには

大変ご苦労をおかけしますけれども、何とか

導きをしていただければというふうに思って

います。 

 今日は限られた時間でありますけれども、

皆さんと今日は多分子供たちの学力の状況の

共通認識を皆さんとさせていただいて学びな

がら、そしてこれからの美幌の教育の中にお

いて、子供たちの学力をどうしっかりつけて

いくことが大事なのかを協議できればという

ふうに思っていますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○遠藤教育部長  ありがとうございました。 

 続きまして、教育委員会を代表いたしまし

て、矢萩教育長よりご挨拶をお願いいたしま

す。 

○矢萩教育長  改めまして、お疲れさまでご

ざいます。令和４年度第１回目の総合教育会

議に当たりまして、教育長として一言ご挨拶

申し上げます。 

 昨今の社会情勢におきましては、Ｓｏｃｉ
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ｅｔｙ５.０の到来、新型コロナウイルス感

染拡大の影響を受けて、社会や生活のありよ

うが劇的に変わる中、子供たちが将来にわた

って自立して生き抜いていくために、教育行

政の果たす役割はますます重要になってきて

いるところであります。 

 本町の学校教育におきましても、令和２年

度に導入いたしましたＧＩＧＡスクール構想

による１人１台端末、さらには令和４年度に

導入いたしました電子黒板などＩＣＴ機器を、

より意図的、効果的に学習活動へ活用した上

で、学習への興味、関心を高め、教育の質の

向上と子供たちの情報活用能力の育成に取り

組んでいるところであります。 

 また、生涯学習の充実におきましては、美

幌町教育大綱の基本目標であります「夢を育

む体験！あたたかい人をつくるまちづくり」

の実現を目指してを町民の皆様と実現するた

めの具体的取組であります第８次美幌町中期

社会教育計画を令和３年度に策定し、学校、

家庭、地域など力を結集して推進していると

ころであります。 

 新型コロナウイルス感染症の収束はいまだ

見通せない状況にありますが、次代を担う子

供たちが夢を語り合い、心豊かにたくましく

成長できることを願い、さらに町民一人一人

が生き生きと豊かな人生を送ることができる

よう、しっかりと教育委員の皆さんと協議し、

合意を得て様々な教育課題について積極的に

取り組んでいきたいと存じているところであ

ります。 

 本日は短い時間でありますが、美幌町の教

育の状況を平野町長と共有させていただき、

一層のご支援を頂きたく、どうぞよろしくお

願いいたします。 

○遠藤教育部長  ありがとうございました。 

 では、議事に入りますが、これより先の議

事進行につきましては、美幌町総合教育会議

設置要綱第４条第１項の規定によりまして、

町長が会議の議長となりますことから、平野

町長にお願いいたします。よろしくお願いい

たします。 

 

───────────────────── 

３ 議  事   

 

（１）学力向上について 

 

○平野町長  それでは、お手元の会議次第に

沿って進めさせていただきます。 

 会議次第の第３、議事の中の（１）学力向

上について事務局からご説明をお願いいたし

ます。 

 なお、会議の中で発言につきましては、着

席のままで進めたいと思いますので、よろし

くお願いしたいというふうに思います。 

 発言の場合には、挙手をしていただければ、

ご指名させていただきますので、よろしくお

願いします。 

 それでは、事務局のほうから説明お願いし

ます。 

○薮下指導主事  それでは、ここで資料２を

モニターに写しプレゼンをしながら進めたい

と思うので、見える位置にご移動いただけれ

ばと思います。 

 それでは始めますが、テーマは学力を上げ

るです。美幌町の子供の学力を上げるために

まず一番最初に考えてもらいたいことがあり

ます。学力とは何でしょうか。教育委員の皆

さんにはすでに話してますので、学力という

のはこれだなというのはお分かりだと思いま

すが。 

 学力のほかにもう一つ、基礎学力とは何で

しょう。この辺をしっかり理解していかない

と、学力テストの結果を見ても正しい考えが

出てこないと思います。 

 学力テスト、全国学調で出てくる結果は、

学力の中の一部と言えます。はい、次へ進ん

でください。 

 これが学力なのです。そして学力テストで

分かるのは、ここですね。 

 これどうですか。学習意欲は学力テストで

は分からないと思うのです。例えば何かに取

り組むときに意欲的に取り組む。これ学力テ
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ストでは評価できないと思うのです。だけど、

すごく重要なのです。活力を持って物事に取

り組むことが学力向上に繋がります。 

 今、こんなことが言われています。「より

よい人生を送る」と書いていますけど、これ

は何かと言うと幸せになることです。幸せに

なることの土台が学力であると押さえてくだ

さい。 

 次に、今年と去年の学力テストの傾向です

けど、これは比べちゃいけません。なぜなら

人が違うわけです。比べちゃいけませんが、

何らかの傾向は出るのではないかと思います

ので、ちょっと簡単にお話します。 

 一昨年、令和３年の小学校６年生の国語は、

全道と比べては１.５問低い。そして算数は

全道と比べて１.７問。中学校の場合は、全

道と比べて０.７問。そして数学は１.２問で

す。皆さんにお配りした資料では、０.何問

か１.何問の差です。 

 そして今年の結果ですけど、今年は小学校

が国語では北海道との差を０.６問まで詰め

ています。算数は０.５問。学校によっては、

ほぼほぼ全道、全国と同じぐらいに詰めてい

ます。中学校は、国語で１.５問、数学

で２.２問の差となっています。  

これをどう分析したか。それぞれの学校で

全部分析しております。うちの学校で足らな

いのは「何か」を分析して、４月の段階で新

たな課題を見付け、学校で指導していかなけ

ればならないことを明らかにし、指導をすす

めております。 

 あともうひとつの傾向です。今度はクロス

集計と言って相関関係を調べるのですけど、

どういう子供が点数を取っているかと言うと、

ゲームをあまりしない子、それから４時間以

上ゲームしたり動画視聴。動画視聴は学習の

動画はセーフです。学習動画ではなくて、い

わゆるユーチューブとかの動画視聴を４時間

以上している子はぐっと点数が落ちます。

１時間以内はぐっと点数を取っています。あ

と読書が好きかどうか。新聞を読んでいるか

どうかというのが、ポイントとなると思いま

す。 

 それでは、先へ進みます。１つだけクリッ

クをお願いします。 

 では、この中で基礎学力とはどれでしょう

か。校長に基礎学力って何ですかと聞くと、

「小中学校で指導するすべてのこと」とか、

「学習指導要領に載っていること」と答えま

す。若い先生に聞くと、「基礎学力とは、読

み書き計算」と答えました。この違いは、広

義の基礎学力と狭義の基礎学力という捉え方

と理解します。 

 基礎学力という言葉は、捉え方が色々ある

ということです。次に進みます 

 知識・技能というのは何を理解しているか、

何ができるかというふうに言われています。

学校ではこれを長期記憶させる必要がありま

す。九九も覚えていないとかとよく言います

よね。あれ九九をどうやったら長期記憶しま

すか。習ってインプットですね。書いて、ア

ウトプットなのです。書いたものを口に出し

て読むと、それが耳に入るのでインプットな

のです。インプット、アウトプット、インプ

ットという仕組みです。これが長期記憶につ

ながります。だから勉強の仕方は、インプッ

ト、アウトプット、インプットというような

やり方をどう組み込むかが大事なのです。 

 では、家庭学習はどうすればいいのでしょ

うか。学校で教えっぱなしになると、それイ

ンプット、アウトプット、インプットしない

まま終わることになるのです。 

 学校では知識・技能を定着させるための取

組、この仕組みを意識して長期記憶につなが

るような取組をしなければいけません。より

質の高い学習をするための授業改善を進めて

いますが、まだまだ工夫するところがあるの

ではないかと私は思っています。 

 家庭では、授業とリンクした家庭学習の計

画・実践を進めることが大切です。タブレッ

ト端末、４月から持ち帰りの日常化が進んで

いきます。持ち帰りが日常化したら今日やっ

た勉強のところをもう一度勉強する、問題を

解くということをタブレットでやると個別最
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適化した学習ができます。ＡＩ学習で、自分

に合った進み方で今日やった勉強を復習する

ことができます。 

 聞いた話ですが、高校の授業が何をやって

いるのかさっぱり分からないとうちに帰って

きて、何をしたかというとある学習動画を見

て、「何だこうなのだ、こういうことか」な

んて独り言つぶやいたそうです。これ何が起

こっているかと言うと、先行してあることを

学ぶ、それをもう一度学ぶことによって、よ

り深い学びになる、これは学力向上につなが

ることだと思っています。逆もあるのです。

授業の前に予習の形で学習動画を見る。その

後学校で学んだら、「ああ、こういうことか」

と理解が深まるのです。これも実は長期記憶

につながるのです。予習型、復習型というの

は逆なのだけど、どっちも使える。 

 次に、学力テストの調査結果で分かった、

弱いところは「理解していること、できるこ

とをどう使うか」ということです。 

 論理的、多面的・総合的、批判的に授業を

行っているかが問われますが、これが何かと

言うと、学んだ知識・技能を使って考えて判

断して表現するという活動をさせなければ学

力はつかないという話です。考えるときに論

理的、多面的・総合的、批判的に考えましょ

うということです。後でやります。 

 根拠、理由をつけて筋道を立てることにつ

いて。「ＡはＢです。なぜなら、～だからで

す」というパターンがより多く指導されてい

るように思われます。これは、記述式の点数

が悪い理由の一つです。 

 多面的・総合的。複数の視点から考え幅広

く思考することが大切です。 

 次に、前にも述べましたが、基礎学力とい

うのは広かったり狭かったりするから、それ

をはっきりさせましょうということで、この

基礎力という言葉を持ってきました。 

 ２１世紀型能力。出所は国立教育政策研究

所、国研という日本の教育を研究しているの

が国研です。ここでは、基礎力を言語スキル、

これは読み書きです。数量スキル。これは計

算です。これらにもう一つ入れたのが情報ス

キルです。ＩＣＴも基礎力なのだという考え

方です。基礎力としたこの３つのスキルは道

具として考えていいです。この考え方が学力

をつける源になってきます。 

 真ん中の円には思考力と書いています。な

ぜ、思考力、判断力、表現力でないのだと思

われる方もいらっしゃると思いますけど、判

断力というのは考えて判断しています。表現

するのも考えて表現しています。だから思考

力を中核に据えたのです。この中に判断力と

表現力も入るということです。 

 次に、問題解決・発見力・想像力、これは

とっても大事です。この力がなければ学力は

つきません。だから授業は問題解決的な学習

でなきゃならないです。課題のない授業とい

うのは、どこで課題解決力をつけるのでしょ

うか。ただ課題なくても「問い」があればい

いです。子供たちが疑問などを感じるような

問いであればよい。課題を発見する力が大事。

子供たちが課題を見つけたりすることが大事

なので、総合的な学習の時間は、全員共通の

課題はないが児童生徒一人一人の課題を自分

自身で見つけなければなりません。解決して

いった後にまた、分かったことから新たな疑

問が分かる、見つかる、発見される、その繰

り返し、スモールステップの繰り返しなので

す。この小さな階段を登っていくのが大事で

す。  

 この上に来るのが実践力です。これは非常

に高いです。自律的活動力。人間関係形成力。

社会参画力です。 

 言語、数量、情報（ＩＣＴ）を目的に応じ

て道具として使いこなすスキルを基礎力と定

義するとどうでしょう。基礎力をまず定着さ

せようとはっきりさせると、明確な目標が出

来上がります。でもさっき言ったように、こ

れだけでは駄目だよということです。 

 思考力、一人一人が自ら学び判断し、自分

の考えを持って他者と話合い、考えを比較、

吟味して統合し、まとめてよりよい解や新し

い知識、さっき言った新しい知識をつくり出
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し、さらに次の問いを見つける、課題を見つ

けるということです。 

 学校でやってもらいたいことは、考え、判

断し、文章として表現するときの手立て、

ワード・センテンスの提示。一般的なパター

ンは「私は～だと思います」、結論を言って、

「その理由は～です」。これを指導しない先

生はいないです。 

 比較。共通点はこれで、相違点はこれです。

４年生で教えることになっています。 

 分類。この視点から分けると、視点を変え

て見て、そういう分け方。現在、ＩＣＴ使っ

てばりばりやっているところは、ジャムボー

ドをタッチペンで動かしてグループ分けして

います。グループ分けだけさせずに、どの視

点で分けたかを意識させ、言葉で説明させる

ことが大事です。 

 次は、具体的なことを言うとき何て言いま

すか。「例えば」ですね。例えば例を出して

話す、こんなの普段から使っています。 

 次は、関連。「これらを関連づけると、～

ということが分かります」。 

 統合、これはまとめです。「まとめると～

です」。検証、本当にそう言えるのかなと心

の中で言ってください。反証。「反対の例を

示すと～」。 

 このように言い方をまとめ、教室に貼って

おいて、具体の話し方を示して説明させるこ

とで、記述の力がついていきます。たくさん

の場面で練習しないと記述の力は付きません。  

  

学力向上推進の方向性という資料、資料

１番を見てください。美幌町として目標を立

てました。児童生徒に誰一人落とすことなく

基礎力を習得させること。それから基礎力を

活用し児童生徒の思考力・判断力・表現力を

向上させること。そして児童生徒が将来の自

分の姿を思い浮かべることができるようなキ

ャリア教育を充実させることということです。 

 この基礎力ということをしっかり抑えなが

ら指導し、小・中がしっかりと接続していく

ことが大事だと考えております。 

 家庭学習の在り方ということで復習型か予

習型かにふれた６ページ。復習型は今日学ん

だことを確実に身につけさせるというやり方

です。 

 それから、やり方ですけれども、適応問題

をタブレットを利用して取り組むこと。予習

型も同じです。予習することによって学びが

深くなるということです。意味調べやただ写

すだけでも実は脳は活性化しますので、教科

書の文を手書きにするということが大事にな

ります。これぜひやってもらいたい。事前読

み、教科書は世界一の参考書というふうに言

われていますので、その教科書をしっかり読

むことも大事です。 

 動画視聴、ただ見ているだけだと脳は活性

化しませんが、課題を持って取り組むことで

動画が生きてきます。手立てのない単なる動

画は楽で脳は冷たくなっていくそうです、青

い色になって。赤い色で活性化するときには

課題意識を持った取組があるときと。私が提

唱するのは複合型で予習と復習２つやれると

いいですねということで提案しています。 

 この提案については学力向上推進会議の中

で委員長さんと相談して今後載せていく形に

なると思います。 

○平野町長  今、薮下指導主事のほうから資

料の説明があったのですけれども、この資料

に関して何かご質問、ご意見等があれば、ち

ょっと皆さんからお伺いしたいのですけれど

も、どうでしたでしょうか。 

 今回の中でいけば、内容は学力を上げると

いうことを考えたときに、薮下先生から、で

は学力って何にという話はしてくれたのです

ね。そういった中でいけば、学力の中でいけ

ば基礎学力という話をしていただいた中にお

いて、一歩進んで皆さんの認識ではその学力

をどういうふうに上がることがいいかという

のは何となく基礎力があって、そして学力て

大きな流れであったらいいのだけれども、で

は実際の子供たちに当てはめてみたときに、

美幌の子供たちてどうなのですかね。一般的

には学力低いよと言われているのだけど、や
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っぱり教育委員さんが学力が低いということ

に対してどういうふうに捉えているかという

ことですね、逆にね。 

 私は、よく本当に教育長に美幌の子供たち

の学力低くないという話ね。私の中でいけば

薮下先生から、さっきのピラミッド型の中の

どちらかというとイメージと言われる知識や

技能的なもの、要は人間が生きていくには最

低読み書きだよねとか、よく教育長時代に事

例で例えば仕事に就きましたと。では、数を

数えておいでと言ったら本当に数数えていた

って事例が出て、みんなで笑い話があったり

とか。 

 それからコンビニに買物に行きました。お

釣りをたくさんもらいたくないから、例えば

９６０円だったと。だから千円に１０円を出

して５０円玉をもらおうと思っていたら、も

うちゃんと千円で足りているのに何で１０円

出すのですか。はい、お釣り４０円てくれて。

そういうことが普段の教育の中で生きてくた

めに必要ではないのという話をしたときに、

それを多分理論立てて、今はその部分という

のは、今薮下先生からしてくれたのだけど、

皆さんの実際うちの子供たちを見たときに、

私は学力が低いというのは本当にそういう基

礎という部分が身についているのかどうかと

いうのが非常に心配。 

 どうなのですかね。私この頃、学校に行っ

てないのですけれども、皆さん見てみたりと

か、私は今孫に勉強を教えているから、そう

いう意味ではリモートで教科書も全部用意し

てもらって、いろいろそれを見ている中にお

いては何となくイメージは分かるのだけど、

どうですかね、その辺の認識の中に意見があ

る方、頂けますか。 

○大沼委員  意欲心や向上心など自分を高め

る力や忍耐力や自制心など自分と向き合う力

とかいわゆる点数では測れない非認知能力と

知識を一緒に伸ばしていくことが大事だと思

います。 

 美幌町の子供たちや保護者が「学力向上」

と聞いたときに、どういうふうに思っている

のかも気になります。 

 子供たちと保護者に学力向上がなぜ必要な

のかを理解してもらい学校と家庭で知識や非

認知能力を育んで進まなければいけないと思

っています。それを保護者と子供たちに、分

かりやすく伝えるためにはどのようにしたら

良いものかと考えています。 

○平野町長  今そういう能力の分で考えたと

きに、逆にこれを薮下先生に聞きたいのです

けれども、基本的に先生方というのは、要は

子供がいて、こういう分け方はどうか分から

ないけれども、まず教える側の先生とそれか

ら本人、子供たちと、それを家で見守る親と

して３つに分けたとしますね。そういった場

合に、まずは先生方の認識として今学力とい

うことを問いかけたときに、このことはどれ

くらい理解しているのでしょうか。 

○薮下指導主事  さっきの三角形の資料につ

いては、私がお話しできる場面では必ず出し

ております。 

こっちはアウトプットして向こうはインプ

ットしたけど、長期記憶につながっていない

パターンもあるのかな。ただ若い先生方は、

これ勉強しましたというように言っています。 

 ただ、その三角形をどう理解しているのか、

それをどういう認識で授業改善につなげるか

というところは、うんと勉強して、実際実践

していかないと、あっ、これだというのが分

からないというふうに私は思います。 

 だから、今実はコロナで横のつながりがな

くなってきているのです。話を聞いたら、隣

の学校の先生全然知らないと。そのつながり

を持ちたくて、教育長ともご相談していろん

なことを考えていました。 

○平野町長  ありがとうございます。例えば

さっき３つの大きなブロックにしたときに、

先生方に特化して、どっちかという気はない

から基本的に指導主事が言ってくれたことが、

ある程度まず伝わっているよね。そういう教

育を先ほど美幌がどういう進めをするかとい

うことも資料の中に添付もしてくれているか

ら、そういう中でやっているといった場合に、
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今度はそのことがやれていたとした場合に、

子供に逆に力がついていかないという、ここ

まで一遍にいかないといけない。どういうふ

うに捉まえたらいいのか、それが多分きっと

今大沼委員が、言ってくれたことにつながる

ような気がするのだけれども。 

○薮下指導主事  非認知能力というお話をし

ましたよね。これ実は私は最も大事なことだ

というふうに思っているのですよ。いわゆる

簡単に言うと学習意欲です。この学習意欲は

評価が難しいのです。昔やったのは「楽しか

ったですか」とか、「今日の授業は満足して

いますか」と聞くのですけれども、「はい」

に丸つけた人が多ければ、今日の学習意欲高

かったねということになるかというと、実は

個々の部分ですから満足していますかなんて

言って、いやいや俺はまだ満足していない、

次に新しい課題見つけてこれに取り組もうと

しているのだという子もいるわけですよ、学

級がどんどん醸成されて高まっていくと。だ

から、気持ちの部分は点数化できないので、

評価ができないという難しさがあります。で

も、この非認知能力というのが非常に大事に

なってくる。 

 非認知能力の中にコミュニケーション力も

あるのですけれども、テレビでもこの前やっ

ていましたけど、コミュニケーションは、お

父さんと子供がゲームを一緒にやるのはコミ

ュニケーションとは言わないのです。隣同士

でこうやって並列で並んでやるのは言葉をし

ゃべってもコミュニケーションではないと。

なぜならば顔を見合わせていないから。顔と

顔を見合わせてやるのがコミュニケーション。 

 この前テレビで、人間だけが白目を持って

いる、チンパジーも若干ありますけど。そこ

で見合うことでコミュニケーションを取ると。

ゴリラは黒目しかないので、胸たたくような

やつとかでコミュニケーション取るみたいで

すけど。そういうのもあって一つ一つ勉強し

ていけば、すごい面白いですよね。学力と非

常に関わっています。なぜあの人は生き生き

しているのだろうか、あの人は目をいつも輝

かしていますね、なんていうのがそれに当た

ります。そういう方って人生成功しています

よね、生き生きしている。それが学力の一部

だというふうにまた思うわけです。土台かも

しれない、ちょっとまだそこらへんは分から

ないです。 

○平野町長  例えばそういうことも含めて、

今度は具体的にちょっと気になっているのが、

今回配付して頂いた資料の中で、資料４の令

和３年度と４年度の比較は、これは先ほど指

導主事のほうからそういうものではないよと

いうことでちょっと置いておいて、令和４年

度のグラフというか、これを見ていただいた

ときに、すごく中学校を見たときにがたがた。

さっきのベースとなるものと現実問題として、

今度はこういう試験があって、これにどうい

うふうに捉えたらいいかというのは。 

結果的にこういう複雑な形になっているの

は公表の部分で少しでも、ここで言えば国語

と理科と数学を一緒のグラフに入れているか

ら本当にぐちゃぐちゃなのだろうけど、これ

を逆になかなかどこまで出すかというのは私

の時代からも非常に論議があったのですね。

だからうちはどちらかというと公表しましょ

うと手を挙げたことで、中にはやっぱり今で

も公表していないところもあるよね。 

 だから、こういうグラフを見てなんだって、

ただ批判ではなくて、そこに何か皆さんに関

わってほしいということを希望して、うちは

公表しましょうとみんなでしたのですね、批

判ではなくてみんなで協力しようという。だ

から、このグラフを見たときに数学のところ

だけを取ったとしたときに、これまたもうち

ょっと細部化したときにどうなるのかなとい

う部分があって、逆にあくまでも今言った相

対、全体的な数の中での分類だけれども、で

はここの分布がどうこうというか。 

 だから、特に教育委員の皆さんというのは

多分、具体的なデータを見たときに、よくう

ちらで言ったときに分布が、その問題を解い

たときのここを見たときにどうなっているか

というのはやっぱり、いろいろ多分協議した
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り疑問になったりすると思うのですね。その

ときにさっき言ったときに、この問題でいっ

たら解ける、解けないというのは最低さっき

いった読み書きそろばんではないけど、それ

が基礎学力と言っていいかどうか分からない

けど、これは絶対解けなきゃいけないよねと

いったところが解けないとどうするかという

ふうにちょっと疑問は思っていたりはするの

ですよね。その辺何かちょっとつけ加えるこ

とで何か。 

○薮下指導主事  例えば昨年令和３年度の小

学校で、三角形の面積がどういうわけかでき

ていなかったのですよ。何でできないのとい

う話をして、ある校長に、ちょっとこれ何と

かしてという話をしたら、すぐその授業をし

ていただきました。自校採点で。実際はもう

ちょっとよかったのですけれども、自校採点

でいったら２０％切ったぐらいの数字だった

ので、すぐやってもらいましたけど。やった

ら子供らは「何だ、そうか」という感じだっ

たのです。そういうことは結構多かったりす

るのです。底辺と高さの場所を勘違いしてい

たということになります。 

 各学校で自校採点してすぐ取りかかれるも

のはやってくださいという流れにはなってい

ます。すぐやらなきゃ駄目ですよねと校長会

議でも話したら、反応した校長先生がいち早

く対応していました。 

○小川委員  理解力ということで三角形の面

積とかでもあるし、ほとんどの子がそこがう

まく分かってなかったということで言えば、

先生の言葉足らずだったりということがあっ

たかも分からないですけれども、ちょこちょ

こ学校に行かせていただいている立場として

は、すごく先生方大変にご尽力くださってい

るところではあるので、読解力ということも

ありますけれども、実際その文章から読んで

理解するということの前の、先生がお話しす

ることがいかにその子との心とか頭の中にち

ゃんと入っているかという、もしかしたら読

解力の前の段階でつまずきがあったり苦手だ

からという式で聞くから分からないとか。 

 なので、文章が苦手イコール文字が苦手な

のかなというふうなことも思って、それでち

ょっと横にそれますけど明日、図書館で音読

サロンをやらせていただくということで、そ

の中では文章を読むけど意味は考えないでま

ず一文字一文字拾って読むというところで、

文字に親しむ音の響きを自分の声も聞くけど

周りの声も聞いて頭に入るという、その繰り

返し繰り返しで文字と仲よくなるというとこ

ろが一番ポイントかなというふうに思ってい

まして。 

 本当なら小さいときからの絵本の読み聞か

せだったりということで、ちょっとずつ素地

ができているところに小学校入って、お子さ

んも実際に声出して読んで、お母さんが、あ、

上手だねみたいな感じの相互の関係ができて

くるとすごく、国語がとても好きということ

ではなくても文章を見て拒否反応が出ないか

もしれないというふうに思っているところな

のですけど。 

 なので、読解力の前の段階かもしれないと

いう、音の響きだったりとか普通私たちが話

している会話の中で、先ほどの説明的なこと

はあまり出てこないわけですね。授業の中で

先生が意識して使ってくだされば非常にあり

がたいところですけれども、それ以外のとこ

ろでも聞くチャンスとなったらやっぱり読書

が大きいと思うので、言葉の使い方ですとか、

てにおはというのは普通の会話でも助詞を省

いてしゃべってしまったりということが非常

にあるので、文章を書くというところで言え

ば本を通じて耳から聞くとか読むとかで言葉

の使い方を学校の勉強以前になじんでいる機

会があると、非常に学校の勉強もスムーズか

なというふうには思っているところです。 

〇加藤職務代理者  小川委員の今の話に追随

する形で、フォローするような形なのですけ

れども、私も小川委員おっしゃったそのとお

りだと思いますし、繰り返して読むこととい

うのは大事なことだと思います。 

 あれいつでしたかね、去年の秋口に指導主

事のほうから何度か学校経営報告の中で話が
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あったのですけど、素読ということがありま

した。何回も何回も繰り返して、文章のこと

はあまり考えない、内容を考えない、とにか

く読む。 

 基礎学力の中に読み書きそろばん、言って

みたらこれは昔の寺子屋みたいなものですよ

ね。寺子屋というのは四書五経ってありまし

たけど「子、日わく」だとか、そういったも

のを延々としゃべり続けていって段階を踏ん

でいく中で、だんだんとその内容を知ってい

くわけではないですか、やがて理解していく。

経験を踏まえながら年を追うごとにその理解

の内容が深くなっていく。その中で生まれて

くるのが、道徳心でありやがて養われてくる。

それがきっと人間の力になっていくと人間力

というか先ほどあったいろんな力がありまし

たよね、判断力だとか表現力だとか思考力、

そういったものにもつながっていくのかなと

思います。 

 それを繰り返していくことで、小さいうち

小学校に入りたての子供はまだまだ指導者の

ほうのちょっとした間違いが全体の大きな影

響になっていきますし、そこにだんだん年を

追うごとに判断力や思考力が出てくると、先

生ておかしいのではないかということが思え

るようになってくると、先生が一つ間違った

教え方をしても、みんながそうならないとい

うふうになってくれば、これは本当に進歩だ

と思いますし。なかなか今の学校教育の中で、

年を追うごとに変化していって、その理解を

深めていくということはなかなか多くはない

と思うのですね。それをステップにして次、

それをステップにして次ということは当たり

前のことだと思いますけど、一つのことを一

貫してやっていくということはなかなか今少

ないと思います。 

 今、道徳科も教科になりましたから、そう

いった中でもしもそういったことを進められ

ることができれば、子供たちも違う影響が出

てくるのではないかなと考えたりするのです

ね。特に小学校６年間のうちというのは柔ら

かいところもたくさんあると思いますから、

そこでの指導の仕方によって中学の過程に上

がる。高校に上がると今度は専門的なものも

出てくることもあります。そこは先に行けば

もっともっと細分化されていきますから、そ

うなる前のところでできると思うのです。 

 子供の頃に部活を一生懸命やり大して成績

も収められていなかった。そんな人間でも鍛

錬した中で社会人になって能力があって、そ

れなりの立場になる方もいっぱいいらっしゃ

いますけれども、そういった方の中で多くの

方がおっしゃるのは基礎学力がないと言われ

ることが多い。もっと小さいときに勉強して

おけばよかった。でも、それというのは後に

なってからある程度のフォローはできると思

うのですけれども、それはなかなか大人にな

ってからできないところもある。そうならな

いような部分のフォローを小さいうちにして

あげることも、これ一つ大事なことかなとち

ょっと私の感想ですけど。 

○平野町長  はい、ありがとうございます。

関連して。 

○大沼委員  家庭で睡眠をしっかり取るとい

うことも非常に大事です。子供に学力を上げ

るためには何が一番大事なんだろうという話

をしたときにすぐ睡眠と答えたのです。今、

スマホを小学生のときから持っている子ども

たちがいます。それを親が管理しているのだ

ったらいいのですけれども、子供部屋に９時、

１０時に入ったとしても、その後、寝ないで

夜中までスマホを触っていたり、寝てからも

通知の音が入ったりとかスマホが睡眠を妨げ

る生活というのが昔と違うところだと感じて

います。 

 睡眠を取ったり栄養を取ったりというのは、

当たり前のことですが、できていなければ学

校で方策を出しても、学力はあまり上がらな

いのではと心配です。 

○平野町長  ありがとうございます。 

 ほか、いろいろ意見の中で多分この内容と

いうのは公表された中に、町長と教育委員さ

んがいろいろ話しましたよと。話しましたよ

で終わるのか、それとも話したことで何が改
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善ができるかということ、誰に向かって言わ

んとするかということを考えれば、ちょっと

私も例えばさっき教員、要は教える側、それ

から子供がいて、それから保護者がいてとい

う話になったときに、非常に大事なことを言

ってくれるときに、例えば睡眠というのはあ

る意味ではこれはもう学校というよりも親御

さんね。 

 何を言いたいかというと、例えば学校はあ

る程度、指導主事に聞いたのは、さっき言っ

た基本的な学ぶ、要は学力ということを理解

していたとした場合に、そこから進んでいか

ないのは何でかという話になったときに、そ

れは学校側の問題、先生方の問題なのか。 

 だから、例えば非常に分かるというのが小

川委員が言ったのは本当に、僕は中学生を今

教えているのだけど、明らかに点数をつけて

くれるときに先生方に知識の部分と考える分

と問題がさっと分かれていて、何点何点と出

るのですよね。うちの学校は片方の要は計算

とかそれがほとんど全問していて、こっち

１０問のうち２題しか合っていないという子

も、そういうことをまさに小川委員が言った

ことが露骨に分かる、それは問題が難しいの

ではなくて聞いている質問内容が分からない。

それをきちんと後で言ったら、え、こんな簡

単なの、計算よりもめっちゃ簡単ではないと

いうことをやっぱり考えるというか、そうい

う中で行ったときにその辺が学校の中では、

まずできているか、できていないかという教

える側とすれば、その辺はしっかりできてい

るのですよ、相対的に。 

○薮下指導主事  私も教員のときに計算のほ

うは満点取るけどという子供を教えたことが

あるのですけれども、こっちの文章問題にな

ったら足し算なのに引き算したり、掛け算な

のに割り算したりというようなことは毎回だ

ったのです。教えると理解するのですけど、

何が足らないのかなと思って言葉の式にして

みたりとか、苦しんでいましたけど、今、管

内の役場に正職員で入って頑張っていますの

で、苦しんだ甲斐はあったのかなと思ってい

ますけど、努力続けることは大事なのかなと。

本は好きで読んでいましたね。 

○平野町長  簡単に終わりなく、もうずっと

本を読むこととかして、今、館長いらっしゃ

いますけど、うちぐらい０、３、６歳で３回

本をプレゼントするということに対して私は

非常にいい町ではないかなと思いますね。読

む機会という部分の中で行ったときに、そう

いうことを学校としてある程度指導した中に

おいて、あとは家庭だよねというので、これ

から家庭のことにしっかりどうするかという

ちょっと見えてくるとか。だから、その辺の

すみ分けをちょっとはっきりしておいたほう

が、多分さっき言った学力、それから基礎学

力をつけるという本来の中で言ったら、もう

ある程度学校の中で限界に来ているとかそう

いうふうな。限界とは言わないね、一生懸命

やった中でこれからそれをよくするためには、

もうちょっと外の力となれば、一義的には保

護者だよねとか、あとは地域だねと。 

 例えば今、教員の働き改革で、やっぱり彼

らに対してはその分の給料が出ないわけだか

ら、何時間を想定してきっと持って給与体系

をつくられたときに時間外という概念をどう

するかというのをいろいろ言われている中で

考えたときに、やっぱり外から誰かが学校内

に応援するとかね。 

 だから望んでたいたものは、私が町長にな

ったときに望んでいたときは、学校運営協議

会をつくって、学校を地域でフォローしてあ

げてほしいということなのだけど。ちょっと

話題それるのですけど、この制度というのは、

ある方から校長によってはあまりそんなに重

要ではないよねと思っている校長もいられる

よ。要は学校さえしっかりしていればという

自分たちがという意味で、私は皆さんしっか

りやっているのだけど、それ以上頑張っても

難しい部分というのはやっぱり周りが応援し

て助けるという思いがある、その辺の認識と

いうのはどうなのですかね。 

○薮下指導主事  何かと言うと、やっぱり人

と人とのつながりというものを大切にしない



 

 

－12－ 

といけません。人と人を紡いでいくという。

だから地域の方と一緒になって何かを活動す

る、むしろすべき、いかにいろんな方とタイ

アップしてやっていくかが大切で、その中に

ヒントをくれるのは学校運営委員会の中での

話合いのように、その中で何とかするという

話ではなくて、そこでこうだよね、ああだよ

ねと言って、ヒントをいただきながら進めて

いくというふうに考えれば、そこに先生方を

入れないと、きっと管理職だけでやっている

と駄目なのですよ、できれば先生方も。 

○薮下指導主事  外とつなげるという役割を

持たせるということが大事だと言ってやった

のですね。そのときに局にものすごい評価さ

れましたけど、なかなかそれが浸透していか

ないと。でも、すばらしいなと私は思いまし

た。 

〇東海委員  本日、薮下先生に学力について

のお話を聞かせていただいて大変勉強になっ

たのですけれども、その中で基本的な基礎の

スキルを使って、そういう表現力、あと人間

形成につながっていくという話だったのです

けど。やはり学校でも学力の言葉なのですけ

ど凸凹あってラインがあるのですけれども、

やはりそういう上のほうにいる学力のある子

供たちは、そういった先ほど言われた睡眠だ

ったり生活リズムだったりというのは、学習

できるリズムがいい循環でできていると思う

のですよね。なかなか学力が上がらないとい

う子たちが、そういうリズムにいまいち乗り

切れなくて、例えば家庭学習でちょっとゲー

ムが多かったり、先ほどありましたけど４時

間以上勉強する子、しない子、そこで分かれ

てしまうのですけれども、その辺で勉強する、

やる気になるというところは当然そういう基

礎的な学力をつけさせるというのはあるので

しょうけど、きっかけづくりというか、そこ

に気づかせるところが必要なのかなと思うの

ですよね。 

 何か先生方の指導力によるのでしょうけど、

勉強だけではなくて違った方面でもやる気が

起きるきっかけづくりといいますか。例えば

大きいものになりますけど、夢だったりそう

いうのに向かって、ちょっと分からないです

けど、そのためには勉強なのですよという感

じを気づかせるタイミングというのを、それ

にはやっぱり学校の先生の指導もあるのでし

ょうけど、先ほど出ました家庭だったり地域

の力というのが必要で、そこできっかけづく

りというのが大事なのかなと思うのですよね。

ちょっとあれですけど。 

○平野町長  ありがとうございます。 

○矢萩教育長  今の東海委員さんに関連する

のですけど、よく言われているのは学校と家

庭として行政のそれぞれの役割というところ

で、学校は学校で授業改善しています。それ

は本当に子供たちにいかに定着してもらうか

ということをやっていて、あとは家庭に委ね

る部分もあるのだけれども、やっぱり学校と

して相当危機感を持っているのですね、家庭

学習で定着してもらうために。 

 それで、一つの学校の例なのですけど。あ

る小学校は、学校評価、当然家庭や児童、保

護者からもらうのですけど、そんな中で家庭

学習や読書の習慣づくり、あと今東海委員さ

んとの関係でもありますけど、自己肯定感と

か自己有用感をどう思っているの、それをど

うつけたらいいのということをアンケートを

取ったと言われました。そこは１８６名にア

ンケートを取って１１５名の回答があったと

いうと、３分の１ぐらいはないというのが実

情なのですね。そういった３分の１の方々に

対して、さらなる周知やっぱりどうしたら関

心を持ってくれるんだというのが学校として

も大きな課題なのかなと思っております。 

 あとは、非常に各学校は特色を持っていて、

小学校と中学校と連携した家庭学習の習慣づ

くりだとか、あと家庭での読書や読書習慣、

家庭学習の習慣づくりということで、非常に

学校だけでも大きく見やすく、目に留まる、

親だけでなくて子供を見て目にしたら気づく、

そういうような仕掛けしていますので、そう

いったことは校長会、教頭会さんらには学力

向上推進委員会、そういったところを通じて
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連携した中で取り組んで浸透していければな

と思っています。 

○平野町長  はい、ありがとうございます。 

○大沼委員  お母さん方と話しをする中で自

分の子供が学校を卒業して社会に出たときに、

元気に楽しくというのはもちろんのこと、自

分の力で食べていってほしいということは皆

さんおっしゃっています。自分の力で食べて

いくために、収入のあるところに就職したい

と考えたときに、これからどんどんＡＩに今

ある職業が奪われていってしまう時代。また

私たちの人生も１００年、この前、薮下先生

も１２０歳の話をされていたのですけど、そ

ういう長生きの時代に入ったときに、仕事が

狭められていて、そしてどんどん高齢化社会

になったときに、何が必要かということを子

供たちや保護者と考えていかなければと思い

ます。 

 また、ＳＮＳが発達し、すぐ皆さん検索を

する情報過多の時代ですが、間違った情報も

たくさんあるわけです。 

ですから美幌町で正しい最新の情報発信は

大事だと思います。 

○平野町長  はい、ありがとうございます。 

 いろいろご意見頂いた中で、非常に私の進

行は時間だけ経っていて、なかなかまとめる

のが難しい部分もあるのかなというふうに思

っています。 

 それで最後に、学校は私の認識としては十

分でなくても一生懸命努力していただいてい

るのかなというふうにおいていたときに、や

はり今の保護者の方々が、今の例えば大沼委

員が言われたようなことも含めて、どういう

ことに子供に気づかってよということがあれ

ば、ちょっと最後一言、大体２分くらいでお

話ししてもらって、地域はそれだけだったら、

ただ教育委員、それから町長が私たち保護者

にただ好き放題言っているのではないかとい

うふうに私は思われるのも嫌なので、では、

そういうことを望む、私たちということは地

域としてどういうふうにそれに協力できるよ

うなことのもしアイデアがあれば、ちょっと

それを２分以内ぐらいでお話を頂いて、それ

でこの会議は閉じましょうかね、いいですか、

それでいいですか。それ以前の前に何か、こ

れだけを発言していきたいというものがあれ

ば。もし感じるものがあれば、普段思ってい

ることでもいいので、それは批判ということ

ではなく、こういうところをちょっと変えて

いただいたら、そしてこういうところも地域

で応援するからこうだとかいうようなことも

もしあればということで、ちょっとしたら。

こっちから、小川委員からいいですか。 

○小川委員  ありがとうございます。私が

常々思っていたことと言えば、保護者の皆さ

んお仕事もされているし、幼稚園に子供を預

けて、子供を連れて帰って、ご飯食べさせて

寝せるとかということを聞くと、やっぱりす

ごい忙しそうで、その中でも笑顔でお迎えに

来て努力されているのだなというのを伝わる

ところでもあるのですけれども。 

 やっぱり運営協議会できたというところで、

そこのところをぐっと学校とうまいことパイ

プを太くして、地域でバックアップするよと

いうような体制でやっていて、お母さん方と

かにもじわじわ気づいていただくほうが近道

なのかなという感じはしています。 

 実際私たちは本を読みに行かせてもらって

いるのですけど、おうちできっとお母さん方

読む暇ないのでしょうと、よそのおばさん読

ませてもらうからねみたいなところで、地域

の皆さんでちょっとずつちょっとずつ教育力

を上げながらでやっていくと、その子供たち

もいずれは、私たち読みに始まって、もう学

校で読ませてもらって何年も経つので、その

子たちは社会人になっていますから、あのと

き読んでくれた人ですねみたいに言ってくだ

さるときもありまして。なので、やっぱり今

の時点としてすごく嘆く部分もありますけれ

ども、ここから一つずつ積み重ねていって、

親は忙しかったけど、よそのおばさんこうや

ってしてくれたから、またそういうところを

吸収しながら地域に還元していくというよう

な考え方になってくれたら非常にありがたい
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かなという思いでおります。 

 以上です。 

○平野町長  はい、ありがとうございます。 

○大沼委員  ありがとうございます。私は子

供を授かって３歳までが非常に大事な時期と

思っています。その間に何ができるのか。家

だけでなく外に出ていろんな経験、体験する

ことに無駄なことはないと思います。どんな

ことでも失敗したことも子供には良い方につ

ながっていると感じています。 

 それから、子どもが小学校に上がると大分

親から離れていきます。それまでの間、子供

をしっかり見る。うちの子はどういうところ

があるのかなと細かく自分の子供をよく見る。

そして小学校に上がったときに、保護者、子

供、先生と様々なことを共有するということ

はすごく大事かと思います。 

 １０年ほど前に町の主催の国語教室、算数

教室に子どもと一緒に参加しましたが、その

ときに美幌の子供たちは学力低いんだよと言

われとことと、参加した人数が非常に少なか

ったことを覚えています。 

 情報発信は大事です。親の力も頑張れるよ

うに口コミやお母さん方の力を借りて広げて

いけたらと思います。 

○平野町長  はい、ありがとうございます。 

〇東海委員  そうですね、先ほどのとちょっ

と重複してしまうと思うのですけれども、や

はり基礎学力というのは当然学校で教えられ

るのですけれども、そういった生きていく力

というのをつけるというのも当然学校でもあ

れするのでしょうけど、その辺も家庭でしっ

かり見ていただいてやっぱり、先ほど大沼委

員言われたように、将来社会に出て生きてい

かなきゃならないので、その辺の力をもっと

つけるというか、気づかせるというか気づき

にもなるし、その辺の分かる喜びというのか

な、そういうのを家庭でお子さんに喜びも含

めて、家庭で子供に体得させるというか、そ

の辺もできれば学校に行ってもやる気も大き

いのではないのかなと。ちょっと強引ですけ

ど、そんなのありますので。 

○平野町長  はい、ありがとうございます。 

〇加藤職務代理者  先ほどお話ちょっとした

ところでもあったのですけれども、基礎的な

ところでは読み書きというところは大事なこ

とだと思いますし、私が経験したことですが、

今から５０年も前の話ですから今の時代には

そぐわないのかもしれませんが、当時の担任

の先生から言われたことに、クラスホーム

ルームでの話であったのですけれども、今の

君たちの授業を通して勉強する姿勢で大事な

ことは２つの「き」だと。１つは暗記だと、

もう１つは根気だと。この２つの「き」を十

分に熟させていきなさい。たしか私が１４、

中学２年生くらいのときだったと思いますか

ら、もう５０年近い前の話なのですけれども。 

 学ぶ子供たちは、いろんな刺激の中で今、

以前とは違う世代の子供たちが生まれてきて

いますから、私たちとは生まれたときの環境

は全然違いますし、育つ環境も違いますから、

当たり前に同じようにやるのはできませんけ

れども、それでも人間としては同じ人間であ

るわけですから、その基本的なものを学んで

いくということは、１００年前もこれから

１００年先も変わらないでほしいなという気

持ちがあります。それは、その時代、時代に

おける環境の中でやることは変わるかもしれ

ません。 

 でも本質は変わらない中で、今私たちが育

むべきものというのは、やはり小学校に入っ

た子供たちの学び方、小学校の６年間の過程

の中でも変化をしながら中学生になっていっ

ての学び、そういったことはいろいろあると

思いますし、やはり今、核家族という言葉は

もう聞かれなくなるぐらいに当たり前になっ

てしまった中で、地域の力、地域の方々から

の、言ってみれば周りのおじいさん、おばあ

さんのような方々の力が重要になっていく。

親戚の方々、そういった方からのいろんな話

を聞けない分、周りの方々が本当に一つのエ

リアが、一つの家庭を、一族をつくるような、

多く言えば美幌町が一つの家族になるような、

そういった中で皆さんがみまもり隊だとか、
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そういったことの活動を盛んにやられていま

すから、そういったことはたくさんあるので

すけれども、そのようなことが当たり前に広

くつながっていくような、そんな町になって

いっていただければなと思います。 

 本当に町長は教育長時代からもそういった

ことはよくおっしゃっていらっしゃいました

けれども、私もそのことには本当に同調して

おりました。今、学校に行っても先生方、温

かく私たちを迎えてくださいます。視察に行

っても本当にいろんなことを教えてください

ますし、いろんなことを見せてくださいます。

そんな環境にもなっていまいりました。学校、

家庭、地域、これは本当に一体になるような

町になっていただければなとそんなふうにつ

くづく思う次第でございます。 

○平野町長  はい、ありがとうございます。

教育長、何かあります。 

○矢萩教育長  今、皆さんからご意見頂いた

ところですけれども、町の教育大綱の中で、

知・徳・体、調和というのがあるのですね。

これは非常に大事なことだと思っております。

その中で今年、新年度において、小中一貫教

育のビジョン策定を考えております。その中

で地域の目指す子供というのを明らかにした

中で、それを本当に保護者だけでなくて、地

域といわゆる共有した中で、美幌町の子供の

目指す姿というのはこうなんだということを、

やっぱりしっかり理解していただいた中で、

教育行政を進めていければと思っていますの

で、今後またお力添えいただければと思いま

す。 

○平野町長  ありがとうございます。 

 あえてまとめることはしないのですけれど

も、本当に皆さん、こういうふうにお話がで

きたことには感謝したいというふうに思って

おります。私も今日、薮下先生のほうから、

やっぱりよく私も簡単に美幌学力低いよねと、

これはもう言い方を改めなきゃいけない。何

が学力かとか、さっき加藤委員が言っていた

だいた、本来私はこの町て温かな町というか、

本当に人との関係をきちんと築けるような町

になっていってほしいと思うのですね。そこ

にいる子が、今度は基礎学力というものがあ

ったとするならば、あとはできる、できない

というのは、その人の人生の中で何ぼでも変

わる話だから、そのベースというのは指導主

事が一番ここだというところをきちんと私ど

もがぶれないで、やっぱり子供たちにきちん

と伝え続ける、それから親御さんたちに批判

ではなくて応援し続けることが大事かなとい

うふうに思っております。 

 こういうような話で終わっちゃうのですけ

れども、これからも皆さんといろんな話がで

きて、それが本当にこの町に住んでいてよか

ったなというような、自分自身も、やっぱり

自分が本当に幸せでというか、そういう気持

ちでないとできないので、それをしっかり持

った中で少しでも周りに広げる努力は皆さん

としたいと思いますので、一応私の進めにつ

いてはこれで終わらせてもらって、あとは進

行を遠藤部長に戻します。 

 

───────────────────── 

４ 閉  会   

○遠藤教育部長  それでは長時間にわたり、

お話ありがとうございました。その他で皆さ

んお話することないでしょうか。 

 それでは時間になりましたので、以上で締

めたいと思います。本日は誠にありがとうご

ざいました。 

 

１５時１５分 閉会   

 


